
平成２１年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校２年 理科 出題のねらい等
連 大 中 小 観 点 ｢ ｣ ｢ ｣主に 知識 主に 活用

自然事象への 科学的な 観察・実験の 自然事象につ に関する問題 に関する問題領域及び学年 学習指導要領の内容 出 題 の ね ら い
関心・意欲・ 思考・判断 技能・表現 いての知識・番 問 問 問
態度 理解

○ ○① １ (1) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 溶岩の流出する様子から火山の形を考察できること。

○ ○② (2) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火山の形がマグマの粘性と密接な関係があることを考察できること。

○ ○③ (3) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火山噴出物の特徴と火山噴火とのかかわりについて推察できること。

○ ○④ (4) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火山岩と深成岩の組織の違いを成因と関連付けて理解していること。

○ ○⑤ (5) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 双眼実体顕微鏡を正しく操作できること。

○ ○⑥ (6) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火山灰を観察するための正しい操作ができること。

○ ○⑦ (7) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火成岩の色の違いは，造岩鉱物の種類や含まれているそれらの割合の違いであることを考察

できること。

○ ○⑧ (8) 中１ (2)イ(ｱ) 火山と地震２分野 大地の変化 火山や地球内部のエネルギーの利用について興味を持っていること。

○ ○⑨ (1) 1 (3)ア(ｲ) 電流２ 回路を回路図に表すことができること。分野 電流とその利用中２

⑩ (2) 1 (3)ア(ｳ) 電流 ○ ○分野 電流とその利用中２ 電気抵抗を計算で求めることができること。

⑪ (3) 1 (3)イ(ｳ) 電流 ○ ○分野 電流とその利用中２ 電流の大小から，電流の効果的な利用を考察することができること。

○ ○⑫ (4) 1 (3)ア(ｲ) 電流分野 電流とその利用中２ 直列回路と並列回路の基本的な性質を理解していること。

○ ○⑬ (5) 1 (3)イ(ｳ) 電流の利用分野 電流とその利用中２ 電流の利用について関心を持っていること。

○ ○⑭ (1) 2 (3)ア(ｲ)３ 感覚器で受けとった刺激が中枢に伝えられ，反応が起こるまでの仕組みを理解することができること。分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き

○ ○⑮ (2) ア 2 (3)ア(ｲ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 骨格と筋肉をつなぐ部分を理解していること。

○ ○⑯ イ 2 (3)ア(ｲ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 骨格と筋肉の組み合わせによって運動が行われる様子を図で示すことができること。

○ ○⑰ (3) 2 (3)ア(ｳ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 実験データを増やしたり，計測条件を統一したりすることで，信頼性の高いデータとなるこ
とを説明できること。

○ ○⑱ (4) 2 (3)ア(ｳ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 細胞での酸素の必要量が増えるのに伴い，呼吸で取り入れた酸素をより多く全身に送る必要性を
考えることができること。

○ ○⑲ (5) 2 (3)ア(ｳ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 肺のつくりについて理解していること。

○ ○⑳ (6) 2 (3)ア(ｳ)分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き 肺のつくりと呼吸（ガス交換）を関連して考えることができること。

○ ○○ (7) 2 (3)ア(ｳ)21 分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き １日の心拍数を問題文から判断して，考えることができること。

○ ○○ (8) 2 (3)ア(ｳ)22 分野 動物の生活と種類中２ 動物の体のつくりと働き ヒトは汗をかくことで，体温を調節する機能があることを考えることができること。

○ ○○ (9) 2 (3)ア23 分野 動物の生活と種類中２ (ｲ), (ｳ) 動物の体のつくりと働き ヒトの運動のしくみや体のつくりについて興味や関心を持っていること。

○ ○○ (1) 1 (2)ア(ｲ) 物質のすがた と24 ４ 水の気体名及び状態変化はその物質の状態が変化するものであることを理解しているこ 。分野身の回りの物質中１

○ ○○ (2) 1 (3)ア(ｲ) 電流25 分野電流とその利用中２ 電源装置の操作技能を習得していること。

○ ○○ (3) 1 (4)ア(ｱ) 水の電気分解26 分野化学変化と原子分子中２ 水の電気分解を促進するため，具体的な方法を説明できること。

○ ○○ (4) 1 (4)ア(ｱ) 水の電気分解27 分野化学変化と原子分子中２ 水の電気分解での気体発生の様子から，水素を特定できること。

○ ○○ (5) 1 (4)ア(ｱ) 水の電気分解28 分野化学変化と原子分子中２ 水素の性質を確かめる方法を説明できること。

○ ○○ (6) 1 (2)ア(ｳ) 物質のすがた29 分野身の回りの物質中１ 酸素を発生させる方法を説明できること。

○ ○○ (7) 1 (4)ア(ｱ) 水の電気分解30 分野化学変化と原子分子中２ 実験結果から，水を電気分解すると水素と酸素に分かれることを考えることができること。

○ ○○ (8) 1 (4)ア(ｱ) 水の電気分解31 分野化学変化と原子分子中２ 事故防止のため，正しい試薬の取り扱いを習得していること。


